
改
正
規
則
は
第
一
回
生
に
も
適
用
さ
れ
た
。
改
正
の
要
点
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
当
初
開
設
さ
れ
た
四
科
の
う
ち
、
図
案
科
を
美
術
工
芸
科
と
改
め
、
当
分
の

問
、
伝
統
的
金
工
、
漆
工
の
み
の
教
育
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

二
、
改
正
前
の
規
則
で
は
普
通
科
を
卒
え
れ
ば
直
ち
に
図
画
教
員
の
資
格
を
与
え
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
を
改
め
、
さ
ら
に
特
別
の
課
程
と
称
す
る
教
職
課

規
則
改
正

解

説

九
月
二
日
ョ
リ
ニ
十
三
日
二
至
ル
第
三
回
生
徒
ヲ
募
集
シ
ニ
十
五
日
ョ
リ
ニ
十

八
日
二
至
ル
入
學
試
験
ヲ
行
ヒ
合
格
者
四
十
一
人
入
學
ヲ
許
ス
十
三
日
ョ
リ

二
十
九
日
二
至
ル
普
通
科
第
二
年
生
乙
組
四
十
八
人
ノ
臨
時
試
験
ヲ
行
ヒ
技
術

〔解
説

10〕

優
等
ニ
シ
テ
同
科
二
年
生
甲
組
へ
進
級
ス
ル
者
十
五
人
ナ
リ

十
月
六
日
ョ
リ
十
―
―
―
日
二
至
ル
普
通
科
第
二
年
生
甲
組
二
十
一
人
ノ
學
期
試
験

ヲ
行
ヒ
普
通
課
業
ヲ
了
シ
専
修
科
へ
入
ル
者
十
二
人
内
絵
画
科
八
人
彫
刻
科
二

人
美
術
工
藝
科
二
人

(
5
竺
AA)
又
特
別
ノ
課
程
ヲ
履
修
ス
ル
者
一
ー
一人
通
計
十
五

人
ナ
リ
ニ
十
日
本
校
規
則
第
二
十
二
條
二
捩
リ
生
徒
中
學
業
特
二
優
等
ノ
者

四
人
ヲ
選
ヒ
特
待
生
ト
ナ
シ
本
學
年
中
ノ
授
業
料
ヲ
免
除
ス

十
一
月
十
一
日
普
通
科
第
二
年
生
乙
組
ヲ
甲
組
へ
丙
組
ヲ
乙
組
へ
編
入
ス

本
年
末
現
在
生
徒
ノ
敷
ハ
百
四
十
八
人
ニ
ッ
テ
之
ヲ
細
別
ス
レ
ハ
普
通
科
第
一

年
生
四
十
四
人
第
二
年
生
甲
組
四
十
一
人
乙
組
四
十
八
人
専
修
科
十
二
人
特
別

ノ
課
程
ヲ
履
修
ス
ル
モ
ノ
三
人
皆
自
費
ナ
リ
其
内
第
一
―
―
叩
募
集
二
係
ル
モ
ノ
四

十
一
人
内
退
學
ス
ル
モ
ノ
一
人
通
計
百
四
十
八
人
ナ
リ
之
ヲ
前
年
二
比
ス
レ
ハ

三
十
一
人
増
加
セ
リ

（
庁
府
県
級
別
族
籍
一
覧
表
、
経
費
、
書
籍
器
械
の
項
省
略
）

2

学
科
課
程

六
、
試
業
及
び
證
書
規
程
を
全
般
的
に
整
理
し
た
。

五
、
制
服
、
制
帽
の
調
製
、
着
用
を
義
務
づ
け
る
条
文
を
設
け
た
。

程
（
一
年
間
）
を
履
修
す
る
こ
と
と
し
た
。

三
、
学
科
課
程
は
大
幅
に
変
更
し
た
。
ま
ず
、
普
通
科
に
つ
い
て
い
う
と
、
甚
礎
実

技
の
一
＿
一
本
柱
で
あ
っ
た
画
格

・
図
案

・
造
型
の
科
目
を
臨
画

・
写
生

・
造
型
に
置

き
替
え
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
次
に
専
修
科
で
は
、
ま
ず
、
絵
画
科
の
場
合
、

実
技
の
三
本
柱
で
あ
る
臨
摸

・
写
生
・
新
案
の
三
科
目
中
、
臨
摸
に
多
く
の
時
間

を
割
き
、
初
学
年
で
臨
摸
に
よ
る
基
礎
学
習
を
た
っ
ぶ
り
行
う
こ
と
と
し
た
。
彫

刻
科
の
場
合
も
同
様
に
摸
刻
の
授
業
時
間
数
を
増
し
て
い
る
。
学
年
が
進
む
に
つ

れ
て
三
科
目
の
時
間
の
配
分
を
変
え
、
新
案
の
時
間
数
を
増
し
て
ゆ
く
の
は
従
来

ど
お
り
だ
が
、
新
案
は

一
年
繰
り
上
げ
て
普
通
科
二
年
か
ら
課
す
こ
と
に
し
て
い

る
。
ま
た
、
各
科
と
も
最
終
学
年
で
卒
業
制
作
を
行
う
こ
と
が
明
確
に
記
さ
れ
た

点
も
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
他
、

一
般
教
雅
科
目
は
普
通
科
課
程
へ
組
み
込
み
、
専

修
科
課
程
で
は
専
門
分
野
の
充
実
を
旨
と
し
て
科
目
編
成
を
行
う
な
ど
、
全
般
的

に
整
備
さ
れ
た
。

四
、
入
学
試
験
科
目
の
う
ち
、
学
科
試
験
に
地
理
を
加
え
、
実
技
試
験
に
つ
い
て

は
、
前
の
規
則
で
は
臨
画
と
図
案
若
し
く
は
彫
刻
摸
造
と
、
不
明
確
な
記
載
が
な

さ
れ
て
い
た
が
、
今
回
、
臨
画
若
し
く
は
彫
刻
摸
造
、
新
画
若
し
く
は
彫
刻
図
按

の
二
科
目
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。
彫
刻
図
按
と
ほ
彫
刻
の
下
図
で
あ
ろ

ぅ
学
科
課
程
の
条
文
は
『
東
京
美
術
学
校
一
覧
騨
虹
麟
旺
声
五
立
Jl
』
所
載
の
条
文
の
方
が

授
業
要
旨
も
附
さ
れ
て
い
て
詳
し
い
の
で
、
そ
れ
と
差
替
え
て
掲
載
し
た
。
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3
 
卒
業
制
作

卒
業
制
作
の
際
に
は
生
徒
全
員
に
制
作
費
を
支
給
し
て
制
作
さ
せ
、
全
作
品
を
学
校

に
残
す
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
制
度
は
正
木
校
長
時
代
の
大
正
三
年
に
収
蔵
能
力

の
限
界
を
越
え
る
と
い
う
理
由
で
廃
止
さ
れ
、
以
後
は
教
師
に
よ
っ
て
選
定
さ
れ
た
一

部
の
作
品
の
み
が
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
大
正
一
―一
年
以
前
の
各
科
の

卒
業
制
作
品
は
、
御
買
上
げ
そ
の
他
の
事
情
に
よ
っ
て
所
在
不
明
と
な
っ
て
い
る
も
の

も
若
干
あ
る
が
、
大
多
数
は
現
在
本
学
芸
術
資
料
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

入
学
在
学
及
退
学
規
程

補
足
資
料
と
し
て
剣
持
忠
四
郎
旧
蔵
資
料
中
の

「
生
徒
行
状
調
査
規
程
」

を

掲

げ

る
。
原
本
は
東
京
美
術
学
校
名
入
罫
紙
に
墨
書。

所
々
に
訂
正
等
の
書
込
み
が
な
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
部
分
は

〈
〉

に
記
す
。
剣
持
は
明
治
二
十
三
年
七
月
に
本
校
雇
と

な
り
、
同
三
十
一
年
四
月
に
辞
職
（
助
教
授
）
。
岡
倉
校
長
の
秘
書
の
役
割
を
つ
と
め

た
。
本
規
程
は
そ
の
間
に
制
定
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

生
徒
行
状
調
査
規
程

毎
學
年
ノ
終
二
教
員
會
議
ヲ
以
テ
生
徒
行
状
ノ
優
劣
ヲ
詮
考
ス
ヘ
シ

教
員
會
議
二
於
テ
行
状
優
等
卜
認
定
セ
ラ
レ
且
其
學
年
試
験
ノ
成
績
同
學
科
同

〈

0〉

級
中
第
二
位
以
上
二
上
ル
モ
ノ
ハ
之
ヲ
特
待
生
ト
ナ
シ

一
學
年
間
ノ
授
業
料
ヲ

免
除
ス
ヘ
シ

教
員
及
教
場
掛
ハ
各
自
生
徒
行
状
調
査
表
ヲ
備
へ
平
素
生
徒
ノ
行
状
二
注
意
シ

マ
マ

犯
則
過
失
又
ハ
怠
情
卜
認
ム
ヘ
キ
宜
蹟
ア
ル
ト
キ
ハ
直
二
行
状
調
査
表
二
囮
点

ヲ
附
シ
其
下
二
月
日
事
由
ヲ
詳
記
ス
ヘ
シ

〈
但
行
状
調
査
表
ノ
四
点
ハ
學
年
試
業
成

行
状
調
査
表
ハ
毎
學
年
ノ
終
教
員
及
教
場
掛
ョ
リ
之
ヲ
校
長
へ
差
出
其
検
閲
ニ

績
表

二
之
ヲ
記
ス
ヘ

、ツ〉

供
ス
ヘ
シ

ト
認
ム
ヘ
キ
モ
ノ

マ
マ

（
怠
情
）

過
失
）

（犯
則
）

〈
本
校
規
則
告
示
生
徒
心
得
等

二
違
犯
ス

ル
モ

ノ
〉

課
業
中
教
員
ノ
許
可
ナ
ク
シ
テ
教
室
外
二
出
ル
モ
ノ

授
業
時
問
中
教
場
掛
ノ
許
可
ヲ
得
ス
シ
テ
退
校
ス
ル
モ
ノ

教
室
備
付
ノ
物
品
ヲ
援
二
教
室
外
へ
携
出
ス
ル
モ
ノ

制
服
ヲ
着
セ
ス
シ
テ
詞
鰐
こ
い
〉モ

ノ

〈
及
ヒ
〉

但
不
得
已
事
由
ア
リ
テ
教
員
又
ハ
教
場
掛
ノ
認
可
ヲ
得
ル
モ
ノ
ハ
此
限
ニ

〔落
〕

机
卓
堵
壁
等
へ
楽
書
ヲ
ナ
ス
モ
ノ

在
學
中
私
二
製
作
物
ヲ
内
外
ノ
展
覧
会

二
出
品
ス
ル
モ
ノ

教
室
中
二
於
テ
飲
食
喫
煙
ス
ル
モ
ノ

授
業
料
ヲ
所
定
ノ
納
日
二
納
付
セ
サ
ル
モ
ノ

但
嘗
日
故
障
ア
リ
テ
其
旨
届
出
事
宜
已
ム
コ
ト
ヲ
得
ス
ト
認
ム
ル
モ
ノ
ハ

三
日
以
内
納
付
ヲ
猶
豫
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

凡
同
事
件
二
付
二
回
以
上
訓
戒
ヲ
加
ル
モ
之
ヲ
遵
守
セ
サ
ル
モ
ノ

本
校
図
害
標
本
若
ク
ハ
器
具
ヲ
亡
失
毀
損
シ
其
情
故
意
又
ハ
不
注
意
二
出
ル

疾
病
事
故
卜
称
シ

一
ヶ
月
内
欠
課
七
日
以
上
二
及
フ
モ
ノ

但
事
宜
不
得
已
ノ
状
判
然
タ
ル
モ
ノ
ハ
此
限
ニ
ア
ラ
ス

ア
ラ
ス

犯
則
過
失
又
ハ
怠
惰
卜
認
ム
ヘ
キ
項
目
概
ネ
左
ノ
如
｀
ゾ

テ
行
状
優
等
卜
認
定
セ
ラ
ル

、
コ
ト
ナ
シ

〈
各
課
へ
編
入
ノ
後
三
ケ
年
問
特
待
生
二
選
定
七
ラ
レ
犯
則
過
失
ナ
キ
O
〉

入
學
ノ
年
ョ
リ
卒
業
ノ
年
二
至
ル
マ
テ
毎
年
引
緻
特
待
生
二
選
定
セ
ラ
レ
タ
ル

〈

0〉
モ
ノ
ハ
卒
業
ノ
際
學
業
行
状
優
等
．ノ
證
書
ヲ
典
フ
ヘ
シ

犯
則
過
失
又
ハ
怠
惰
ニ
ョ
リ
テ
圏
貼
ヲ
附
七
ラ
レ
タ
ル
生
徒
ハ
教
員
會
議
二
於
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〈
ニ
シ
テ
本
校
規
則
第
十
九
條
二
該
常
ス
ル

モ
ノ
ハ
〉

〈

修

正

入

〉

マ

マ

一
研
究
生
怠
情
不
行
状
若
ク
ハ
疾
病
事
故
ノ
為
成
達
ノ
目
途
ナ
キ
モ
ノ
ハ
教
員
會

議
ヲ
鰹
テ
除
名
ス
ヘ
シ

〈
入
〉一

研
究
生
在
學
中
學
業
品
行
等
殊
二
優
等
ノ
者
ニ
ハ
其
證
書
ヲ
付
興
ス

〈
修
正
入
〉
〈
研
究
生
ハ
特
二
規
定
ス
ル
モ
ノ

、
外
正
科
生
卜
同
シ
ク
本
校
規
程
ヲ
遵
守
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス

〉

―
一
般
二
脱
ス
ル
諸
規
則
及
告
示
等
ハ
豫
備
之
課
程
及
各
科
生
徒
同
様
遵
守
ス
へ

へ
補
足
資
料
と
し
て
剣
持
忠
四
郎
（
前
出
）
旧
蔵
資
料
中
の

「研
究
科
細
則
」
を
掲
げ

る
。
原
本
は
蒟
蒻
版
印
刷
物

一
枚
。
所
々
に
訂
正
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
部
分
は

〉
に
記
す
。
本
細
則
も
剣
持
在
職
中
に
制
定
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

研
究
科
細
則
八
他
ハ
生
徒
心
得
へ
編
入
＞

研
究
科
二
入
ラ
ソ
ト
ス
ル
者
ハ
其
研
究
セ
ン
ト
ス
ル
課
目
ヲ
具
シ
願
出
ッ
ヘ
シ

本
校
二
於
テ
ハ
嘗
該
教
員
ノ
意
見
ヲ
諮
ヒ
之
ヲ
定
ム
ル
モ
ノ
ト
ス

一
研
究
生
在
學
中
ハ
少
ク
モ
毎
週
廿
八
時
以
上
出
席
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス

〈

0
〉一

研

究
生
疾
病
其
他
事
故
二
由
リ
退
學
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ハ
其
事
由
ヲ
記
シ
願
出

5
 
研
究
科
規
程

研
究
生
箕
技
研
究
用
二
闘
ス
ル
貸
附
、
給
興
、
自
辮
品
謳
別
等
ハ
一
般
生
徒
ニ

腸
ス
ル
匿
別
表
二
準
ス

研
究
生
ハ
一
個
年
及
修
業
ノ
終
二
於
テ
研
究
ノ
結
果
ヲ
認
メ
得
ヘ
キ
成
鎖
物
ヲ

必
ス
歯
該
教
員
二
差
出
ス
ヘ
シ

7
ェ
ノ
ロ
サ
解
雇

フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
文
部
省
と
の
間
の
雇
用
契
約
期
間
は
明
治
十
九
年
八
月
一
日
か
ら
同

シ ヘ
シ

（
「
生
徒
行
状
調
査
表
」
は
省
略
。
記
入
は
な
い
。
）

二
十
三
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
の
四
年
間
で
あ
っ
た
。
そ
の
満
期
解
雇
の
日
を
目
前
に

し
て
本
校
か
ら
記
念
の
花
瓶
が
贈
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
日
本
に
留
っ
て

美
術
行
政
の
要
職
に
就
く
こ
と
を
希
望
し
て
い
た
が
、
実
現
の
可
能
性
は
少
な
か
っ

た

の
で
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
キ
ュ
ー
レ
ー
タ
ー
に
就
任
し
た
。
横
浜
港
を
発
っ
て
帰
国
の

途
に
つ
い
た
の
は
七
月
六
日
で
あ
る
。
そ
れ
に
先
き
立
っ
て
六
月
二
十
六
日
、
本
校
職

員
た
ち
は
フ
ェ
ノ
ロ
サ
を
料
亭
八
百
善
に
招
待
し
て
送
別
会
を
催
し
た
。
な
お
、
政
府

は
同
年
六
月
二
十
八
日
に
勲
一
＿
一
等
瑞
宝
章
を
フ
ェ
ノ
ロ
サ
に
贈
っ
た
。

専
修
科
授
業
開
始

本
年
十
月
六
日
か
ら
十
三
日
に
亙
っ
て
行
わ
れ
た
普
通
科
第
二
年
甲
組
の
学
期
試
験

の
結
果
、
十
二
名
が
専
修
科
に
進
級
し
、
三
名
が
特
別
の
課
程
へ

進
ん
だ
。
専
修
科
へ

進
ん
だ
生
徒
の
う
ち
、
絵
画
科
所
属
は
八
名
、
彫
刻
科
は

二
名
、
美
術
工
芸
科
は
二
名

（
金
工
、
漆
工
各
一
名
）
で
あ
っ
た
。
当
時
は
普
通
科
終
了
の
時
点
で
志
望
す
る
科
を

決
め
れ
ば
よ
か
っ
た
が
、
第
一
回
生
た
ち
は
未
だ
実
態
の
な
い
科
を
選
択
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
少
な
か
ら
ず
困
惑
し
た
ら
し
い
。
そ
の
点
に
つ
い
て
、
最
初
の

美
術
工
芸
科
（
漆
エ
）
生
と
な
っ
た
六
角
紫
水
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。

第
三
學
年
郎
本
科
に
分
か
れ
る
時
に
、
自
分
の
専
門
の
道
を
決
め
る
の
だ
が
、
予

は
何
を
専
門
に
や
っ
た
ら
宜
か
ろ
う
か
と
迷
っ
た
。
横
山
〔
大
観
〕
氏
と
共
に
先
生

方
に
意
見
を
聞
い
て
歩
い
た
。

マ
マ

其
の
頃
の
宜
技
は
、
箱
聾
、
彫
刻
の
他
に
、
漆
エ
、
金
工
、
錨
造
と
云
う
科
が
置

か
れ
て
ゐ
た
。

先
生
に
聞
い
て
歩
く
う
ち
に
、
横
山
氏
は
矢
張
り
自
分
は
盛
を
や
る
と
定
め
た
が

と
云
ふ
。
然
し
、
自
分
は
物
好
き
だ
か
ら
何
を
や
ろ
う
か
と
考
へ
た
。
其
の
時
、
漆

マ
マ

工
の
教
員
は
、
小
川
松
瑕
先
生
で
あ
っ
た
が
、
先
生
か
ら
自
分
に
向
つ
て
、
漆
工
の

7
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8
 

教

科

用

絵

画

取

調

嘱
託
員

手
当
一
ヶ
年
金
百
二
十
円

帝
国
博
物
館
書
記
判
任
官
五
等

川崎千虎

同 同 同 同 同 雇 喜同 書 文エ 幹 校
記

工 教 会 庶教図教
庫場教 庶 会

画
計場 場 同 計 務場 科

場 務 監監
摸 主

掛 掛 掛 掛掛写用 掛 掛 任 督督 事 長

日 同 同 贔同 ヽ文

i 計
盃周;I 闘物六

給
部

金 金 金
十 省 魯 館等

十 十 翡 円五主
七 円 円 雇 四 等

事i銭 四 等
等 上
下

百
円

東 埼 同 同 東 東 香 富 大 東 同 東
凩． 玉 京 凩． JII 山 坂 京 凩． 

府 県 府 府 県 県 府 府 府

士 平 士 平 士 士 士 士 平

族 民 族 民 族 族 族 族 民

野 剣 糟
村g荒 安 長 平 安 今

貪
岡

井
中 持 屋 山 藤 尾 尾 井 泉 田 倉

甲
鈴 忠 正 恒 子 為 槙 吉 雄 覚
太 四 太
郎 郎 通 郎 吉 郎 延 匡 作 鼎

| 

職

員

方
へ
入
る
人
が
未
だ
一
人
も
居
ら
ん
か
ら
是
非
此
方
に
来
て
呉
れ
る
様
に
と
て
餘
り

す
す
め
ら
れ
た
の
で
、
知
ら
ん
事
を
や
る
の
だ
し
、
誰
も
や
ら
ん
事
を
や
る
の
だ
か

ら
、
元
々
自
分
が
常
に
忘
れ
な
い
で
居
る
所
謂
、
先
ん
ず
れ
ば
人
を
制
す
と
の
主
志

も
あ
る
か
ら
、
此
虞
が
あ
の
事
に
な
る
だ
ろ
う
、

一
生
の
登
悟
の
定
め
慮
で
あ
る
か

職
員
辞
令
関
係
事
項
補
遺

日
現
員
表
（
「
東
京
美
術
学
校
現
員
表
這
輝
琵
吃
」
に
よ
る
。
）

も
知
れ
な
い
と
の
信
念
よ
り
何
も
分
ら
な
い
暗
に
投
入
す
る
つ
も
り
で
漆
工
科
に
入

っ
た
。

之
が
私
の
幸
か
不
幸
か
漆
工
を
選
ぶ
事
に
な
っ
た
有
様
の
次
第
で
あ
る
。

（
「
紫
水
自
叙
伝
」
『
日
本
漆
エ
』
第
十
六
号
。
昭
和
二
十
五
年
七
月
）

愛

知

県

士

族
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同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 屈 喜同 同 同 同 同 同 同 同 教
授

体 同 同 鋳 授 絵 同 彫 鋳 金 漆 同 彫 絵 彫 漢 絵 古歴 彫 同 絵 数理 金 美美歴和

業 物 術

操 工 法 画 刻 工 工 工 刻 画 刻 文 画 学史 刻 画 学科 工 史学 史文

月 同 同 同 贔贔同 同 贔同 同 同 同 贔晶文 奏 同 同 同 奏

冒， 兼i, 俸
魯 賃 I 魯

部
金 金 金 金 金 至金 五 五 業四 四 四三
十 ル三 省 等 等 学等 等 悶十 十 十 十 満十 校
円 円 円 円 五 ー五 屈 年

孟昇腐 孟円 ヶ円 俸 等
年 下 士

東 請明 五 /， ‘ 四 二 悶京 暇治 百 百 百百

昌 !; 円 円 円円

i ヲ月
給ヨ
セリ
ス十

埼 同 同 東 東 東 福 和 同 同 同 同 同 東 東 香 凩． 東 同 東 東 埼 同 東 東

玉 京 京 京 井 歌 兄． 京 JI! 都 京 京 京 玉 京 京
／阻『 府 府 府 /阻r< 

山
府 府 ノI目T< 府 府 府 府 県 府 府

県
乎 平 士 平 平

士 平 士 士 平 士 乎 士 士 乎 平

民 民 族 民 民 族 民 族 族 民 族 民 族 族 民 民

剣 杉 杉 大 荒 結 山後 岡海 4ヽ 石 竹 狩 藤 長 巨今 高 JI! 橋 上 加 岡 黒
井

持 浦 浦 島 城 田藤 崎野 JII JI! 内野 田 尾 勢 泉 村 .... 栖u 本 原 納 倉 JI I 
甲

忠 瀧 清 勝 子 正 常 貞庄 勝 松 光 兼 友 文 槙 小雄 幸 玉 雅 六 夏 覚 真
四 次 太 次 次 五 太 四
郎 郎 郎 郎 郎 明吉 行郎 眠 民明 郎信 蔵 郎石 作 吉

章 1邦
郎 雄 頼

教

員

171 第 2節明治 23年



七

月

七

日

六
月
＝―
-
十
日

一
月
廿
一
日

二
月
廿
一
日

五
月
＝―-
十

一
日

贈
呈
ス

付 教
諭
橋
本
雅
邦
仝
川
端
玉
章
第
三
回
内
國
勧
業
博
覧
會
審
査
官
被
仰

，
 

十
五
日

十
一
日

同

金
二
十
四
銭

金
二
十
三
銭

金
二
十
銭

⇔
年
報
記
載
事
項
補
遺

教
諭
黒
川
真
頼
第
三
回
内
國
勧
業
博
覧
会
審
査
官
被
仰
付

東
京
府
士
族
加
藤
直
種
ヲ
写
字
生
二
採
用
シ
日
給
金
二
十
五
銭
ヲ

給
与
セ
ラ
ル

本
校
教
員
米
國
人
フ
エ
ノ
ロ
サ
解
雇
帰
國
二
付
本
校
創
設
ノ
際
ョ
リ

教
務
二
従
事
シ
且
本
邦
美
術
上
功
労
不
少
廉
ヲ
以
テ
金
二
百
五
十
円

以
内
ヲ
以
テ
七
賽
花
瓶
一
酎
ヲ
購
入
、
ソ
贈
呈
ノ
儀
此
日
許
可
セ
ラ
レ

剣
持
忠
四
郎
本
校
屈
ヲ
命
セ
ラ
レ
月
俸
金
十
円
給
与
セ
ラ
レ
鉢
操
授

業
並
二
教
場
掛
二
従
事
セ
シ
メ
ラ
ル

十
二
月
廿
三
日

教
諭
橋
本
雅
邦
、
加
納
夏
雄
、
高
村
幸
吉
、
石
川
光
明
帝
室
技
藝
員

ヲ
命
セ
ラ
ル

校
丁
野
中
鈴
太
郎
二
屈
ヲ
命
シ
日
給
二
十
七
銭
ヲ
給
・
ソ
工
場
掛
申
付

ケ
ラ
ル

写
字
生
屋
代
鉄
一ニ
ノ
日
給
一二
十
銭
二
進
ム

教
諭
を
教
授
と
改
称

左
記
の
文
部
省
直
轄
学
校
官
制
改
正
に
よ
り
、
教
諭
の
称
は
教
授
と
改
め
ら
れ
た
。

勅
令
第
二
百
三
十
―
―
―
琥
（
明
治
廿
三
年
十
月
十
五
日
官
報
）

朕
文
部
省
直
轄
諸
學
校
官
制
ノ
改
正
ヲ
裁
可
｀
ソ
絃
二
之
ヲ
公
布
七

、ソ
ム

同

同

ラ
ル

同

同

一
人

ハ
日

同

同

二
人

同

同

右

小
使

同

十
月

三

日

同

金
二
十
五
銭

金
三
十
銭

金
二
十
五
銭

同

同

同

校

丁

同

同

金

十

二
銭

五

厘

同．
 
同

八
月
十
八
日

九
月
十
二
日

同

同

一
人

廿
四
日

日
給

金
三
十
銭

写
字
生

体

操

用

器

画

法

嘱
託
教
員

二
人 第

一
高
等
中
学
校
教
授

奏
任
官
三
等

手
当

一
ケ
年
金
百
廿
円

高
等
師
範
学
校
助
教
授
判
任
官
五
等

七
月
廿

一
日

東

京

府

士

族

茨

城

県

士

族

文
部
省
屈
兼
本
校
屈
長
尾
棋
太
郎
ノ
月
俸
金
四
十
円
二
進
ム

屈
岸
恒

一
其
姓
ヲ
村
山
卜
改
メ
ク
ル
旨
届
出
ッ

雇
海
野
竹
次
郎
名
ヲ
勝
瑕
卜
改
メ
タ
ル
旨
届
出
ッ

東
京
府
乎
民
向
井
繁
太
郎
ヲ
金
属
彫
刻
職
ト
シ
テ
屈
入
レ
日
給
金
四

十
銭
ヲ
給
セ
ラ
レ
彫
金
科
二
屈
七
シ
ム

静
岡
縣
士
族
高
木
源
四
郎
ヲ
写
字
生
二
採
用
シ
日
給
金
十
二
銭
五
厘

ヲ
給
セ
ラ
ル

静
岡
県
士
族
屋
代
鉄
一ニ
ヲ
写
字
生
二
採
用
シ
日
給
二
十
五
銭
ヲ
給
七

（
「
職
員
辞
令
メ
モ
」
に
よ
る
）

市

村

衡

次

郎

小

島

憲

之
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第
六
條

第
七
條

第
三
條

明
治
廿
―
―
一年
十
月
十
四
日

東
京
美
術
學
校
官
制

東
京
美
術
學
校
ハ
文
部
大
臣
ノ
管
理
二
屡
シ
絵
甕
彫
刻
建
築
及
美
術
工
藝

ノ
技
術
者
又
ハ
普
通
ノ
岡
喪
教
員
タ
ル
ヘ
キ
者
ヲ
養
成
ス
ル
所
ト
ス

東
京
美
術
學
校
二
左
ノ
職
員
ヲ
囮
ク

判
任

奏
任
四
等
以
下

害
記
ハ
五
人
ト
ス
上
官
ノ
命
ヲ
承
ヶ
庶
務
会
計
二
従
事
ス

技
手
ハ
ニ
人
ト
ス
上
官
ノ
命
ヲ
承
ヶ
學
科
二
腸
ス
ル
技
術
二
従
事
ス
又
特

ニ
授
業
ヲ
助
ヶ
シ
ム
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

第
八
條
文
部
大
臣
ハ
校
務
上
ノ
須
要
二
依
リ
商
議
委
員
會
ヲ
設
ク
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ

ッ
其
委
員
ハ
文
部
大
臣
之
ヲ
命
ス

第
九
條
数
官
ノ
鋏
員
ア
ル
ト
キ
又
ハ
特
別
ノ
必
要
ア
ル
ト
キ
ハ
學
校
長
ハ
文
部
大

臣
ノ
許
可
ヲ
碍
テ
外
國
教
師
ヲ
一雁
入
レ
又
ハ
講
師
ヲ
嘱
託
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

此
他
臨
時
ノ
須
要
二
依
リ
學
校
長
ハ
文
部
大
臣
ノ
許
可
ヲ
得
テ
判
任
官
俸
給
豫
算

定
額
内
二
於
テ
屈
員
ヲ
使
用
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
五
條
幹
事
ハ

一
人
ト
ス
學
校
長
ノ
指
揮
ヲ
承
ヶ
庶
務
会
計
ヲ
幹
理
ス

掌
ヲ
助
ク

第
四
條
教
授
ハ
十
八
人
ト
ス
生
徒
ノ
数
授
ヲ
掌
ル
助
教
授
ハ
十
人
ト
ス
教
授
ノ
職

學
校
長
ハ
文
部
大
臣
ノ
命
ヲ
承
ヶ
校
務
ヲ
掌
理
シ
所
属
職
員
ヲ
統
督
ス

技
手

判
任

吉
記

判
任

数
授

助
教
授

幹
事

學
校
長

奏
任
三
等
以
上

奏
任

第
二
條

第
一
條

御
名
御
墓

前
年
――-
、
四
月
に
第

一
回
入
学
生
に
対
し
て
臨
時
試
験
を
行
い
、
技
術
の
優
劣
に
応

じ
て
甲
、
乙
の
二
組
に
分
け
た
が
、
今
回
、
乙
組
の
み
の
臨
時
試
験
（
実
技
）
を
行
っ

て
、
技
術
優
等
の
者
十
五
名
を
甲
組
へ
編
入
し
た
の
で
あ
る
。
第
一
回
入
学
生
は
本
年

二
月
に
普
通
科
第
二
年
級
へ
進
ん
だ
が
、
今
回
の
臨
時
試
験
に
よ
り
、
こ
の
第
二
年
級

は
甲
組
（
二
十

一
名
）
、
乙
組
（
三
十
三
名
）
に
分
け
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、

翌
十
月
の
学
期
試
験
（
実
技
、
学
科
）
に
よ
り
、
こ
の
ク
ラ
ス
編
成
は
再
度
変
更
さ

れ
、
甲
組
二
十

一
名
中
十
五
名
は
専
修
科
な
い
し
は
特
別
の
課
程
へ
進
級
し
、
残
る
六

名
は
普
通
科
第
二
年
乙
組
へ
編
入
さ
れ
た
。

右
の

二
度
に
亙
る
臨
時
試
験
に
つ
い
て
は

『
大
観
画
談
』
（
横
山
大
観
、
昭
和
二
十

六
年
八
月
。
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
）
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

そ
の
頃
五
十
人
の
生
徒
の
中
に
は
、
早
く
か
ら
縮
を
學
び
、
芳
崖
先
生
の
四
天
王

な
ど
と
い
は
れ
た
人
達
も
あ
れ
ば
、
中
學
を
出
た
ば
か
り
で
、
ま
だ
緑
々
箱
も
描
け

な
い
や
う
な
者
も
あ
っ
て
、

全
く
不
揃
ひ
で
し
た
。
そ
れ
が
三
ヶ
月
ほ
ど
鰹
つ
て
み

る
と
、
営
然
大
き
な
技
術
上
の
へ
だ
た
り
が
生
じ
、
そ
れ
が
あ
ま
り
ひ
ど
か
っ
た
の

で
、
學
習
上
不
都
合
だ
っ
た
も
の
と
見
え
ま
す
。
そ
こ
で
學
校
で
は
、
臨
時
試
験
を

行
ひ
、
學
級
を
甲
乙
の

二
組
に
整
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
下
村
観
山
さ
ん
な
ど
は
前
か
ら
絡
を
や
っ
て
ゐ
た
人
で
す
か
ら
、
甲

組
に
な
り
ま
し
た
。
芳
崖
の
四
天
王
な
ど
と
い
は
れ
て
ゐ
た
者
な
ど
も
み
な
甲
組
に

入
り
ま
し
た
。
私
が
乙
組
に
編
入
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
で
す
。
と

こ
ろ
が
、
か
う
組
が
は
つ
き
り
二
つ
に
分
れ
、
し
か
も
乙
組
は
技
柄
が
未
熟
で
あ

る
、
と
い
ふ
こ
と
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
か
ら
、
乙
組
の
生
徒
は
憤
慨
し
ま
し

10

臨
時
試
験

（
「
従
明
治
二
十
年
本
校
関
係
法
令
書
類
束
京
美
術
学
校
」
に
よ
る
。
）

'173 第 2節 明治 23年



①
 
「
説
明

関

連

事

項

た
。
そ
し
て
い
づ
れ
も
猥
猪
せ
ず
に
は
ゐ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
同
志
と
相
談
し

て
、
も
う
一
遍
臨
時
試
験
を
行
っ
て
も
ら
ひ
た
い
と
い
ふ
こ
と
を
、
私
が
代
表
し
て

岡
倉
先
生
に
建
言
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
協
議
の
結
果
聴
き
入
れ
ら
れ
、
三
ヶ
月
後
に

再
度
の
試
瞼
が
行
は
れ
ま
し
た
が
、
乙
組
は
焚
奮
し
た
甲
斐
が
あ
っ
て
、
み
な
す
ぐ

れ
た
成
絞
を
あ
げ
ま
し
た
。
そ
こ
で
ま
た
ま
た
甲
乙
の
組
の
入
替
へ
が
行
は
れ
、
私

は
そ
の
時
甲
組
に
入
っ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
が
、
下
村
君
は
落
ち
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。

そ
の
た
め
下
村
君
は
卒
業
が
一
年
遅
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
芳
崖
の
四
天
王
の
う

き

―
一
人
く
ら
ゐ
は
落
ち
た
の
を
怒
つ
て
退
學
し
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。

し
か
し
、
臨
時
試
験
の
時
期
は
大
観
の
記
憶
違
い
で
、
正
し
く
は
前
記
の
と
お
り
で

あ
る
。
ま
た
、
観
山
が
乙
組
に
編
入
さ
れ
た
の
は
第
二
回
臨
時
試
験
で
は
な
く
、
十
月

の
学
期
試
験
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
彼
は
学
科
の
成
紺
が
悪
か
っ
た
の
で
進
級
で
き
な
か

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
卒
業
が
半
年
遅
れ
た
。
芳
崖
の
四
天
王
の
う
ち
、

本
多
天
城
は
観
山
と
同
じ
く
乙
組
に
編
入
さ
れ
、
高
屋
肖
哲
は
順
調
に
進
級
。
岡
倉
秋

水
と
岡
不
崩
は
岡
倉
校
長
の
勧
め
に
よ
り
、
普
通
科
二
年
で
中
退
し
て
そ
れ
ぞ
れ
学
習

院
、
高
等
師
範
学
校
の
図
画
教
師
と
な
っ
た
。

東
京
美
術
学
校
」

こ
れ
は
開
校
の
翌
年
に
作
成
さ
れ
た
予
算
請
求
に
関
す
る
文
書
の
草
案
で
、

文
部
省
用
紙
に
毛
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
。
筆
跡
は
岡
倉
校
長
の
秘
書
役
で
あ
っ

た
剣
持
忠
四
郎
の
も
の
で
、
所
々
別
人
が
朱
を
入
れ
て
い
る
。
文
面
か
ら
み
て

明
治
二
十
四
年
度
予
算
請
求
の
際
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
作
成
の
時
期

は
明
治
二
十
三
年
の
九
月
以
前
と
考
え
ら
れ
る
。
二
十
三
年
度
経
般

(-
五一――

01
＝
円
余
）
に
比
べ
て
二
十
四
年
度
経
費
(
-
=
―
―
―一六
五
円
余
）
が
大
幅
増
額
を
み

た
の
ほ
こ
う
し
た
上
申
の
結
果
で
あ
ろ
う
。

こ
の
草
案
の
注
目
す
べ
き
点
は
、
開
校
し
て
問
も
な
い
時
期
の
本
校
の
運
営

方
針
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
要
約
す
れ
ば
左
記
の
四
項
目
と
な

る。
一
、
伝
統
の
保
存
。
世
に
埋
も
れ
た
名
匠
に
活
躍
の
場
を
与
え
て
そ
の
妙
技

を
後
進
に
伝
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
終
ら
ず
、
後
進
に
つ

い
て
は
広
く
古
今
東
西
の
名
品
に
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
進
歩
の
基
盤
を

作
る
よ
う
指
導
す
る
こ
と
。

二
、
伝
統
的
日
本
美
術
が
現
代
の
必
要
に
応
じ
う
る
よ
う
に
開
発
を
図
る
こ

と
。
そ
の
た
め
に
、
古
来
の
格
法
を
維
持
す
る
と
と
も
に
写
生
も
学

び
、
ま
た
、
遠
近
法
や
解
剖
学
の
理
、
お
よ
び
歴
史
、
文
学
、
理
科
等

の
一
般
学
科
も
学
ん
で
視
野
を
広
げ
る
よ
う
教
育
す
る
。

――-
、
教
員
に
は
授
業
の
み
な
ら
ず
実
験
製
作
（
委
囁
製
作
事
業
を
指
す
）
も
行

な
わ
せ
、
生
徒
に
見
学
さ
せ
る
。
こ
れ
は
世
上
の
美
術
品
が
営
利
競
争

の
余
り
粗
製
濫
造
、
卑
俗
蕪
雑
に
流
れ
易
い
こ
と
に
鑑
み
、
高
度
の
標

準
、
実
用
の
模
範
を
示
す
た
め
で
あ
る
。

四
、
適
良
の
図
画
教
員
を
養
成
し
て
従
来
の
普
通
学
校
に
お
け
る
不
備
な
図

画
授
業
を
改
善
す
る
こ
と
。

次
い
で
、
こ
れ
ら
の
項
目
を
実
施
し
て
ゆ
く
た
め
に
は
予
算
が
足
り
な
い
こ

と
を
述
べ

、
欧
州
並
み
と
は
ゆ
か
ぬ
ま
で
も
漸
次
増
額
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張

し
て
い
る
。
美
術
の
奨
励
が
国
の
名
巻
の
上
か
ら
も
実
益
の
上
か
ら
も
い
か
に

必
要
で
あ
る
か
を
説
い
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
理
想
と
は
余
り
に
も
か
け
離
れ

た
学
校
予
算
を
増
額
せ
し
め
よ
う
と
す
る
学
校
当
局
の
苦
心
の
さ
ま
が
読
み
と

れ
る
。
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